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　児童・生徒への効果

　保護者・地域住民への効果

　保護者・地域住民への効果

　教職員への効果

（小学校　Ｎ 1 ＝ 29　高等学校　Ｎ 2 ＝ 5）

（Ｎ 1 ＝ 29　Ｎ 2 ＝ 5）

（Ｎ 1 ＝ 29　Ｎ 2 ＝ 5）

（Ｎ 1 ＝ 29　Ｎ 2 ＝ 5）

〈学校ビオトープ活用による教育的効果について〉

〈事業実施校の管理・活用状況から〉

● 児童・生徒にとって、自然や環境への理解・関心を高めるために、学校ビオトープは有効といえる。
● 学校ビオトープは子どもたちの学校生活における憩いの場となっており、また見たもの触れたものに感動したり、生命の尊さを学ぶ場

としての効果が大きい。
● 本事業のように保護者・地域・学校等によって構成される実行委員会形式の取組では、特に家庭と地域、学校の三者による連携を深

める効果があり、学校の教育方針やその取組についての理解を深めることができる。
● 特に小学校では、生活科や理科、総合的な学習の時間に、教材として活用することが多く、今回の整備によって新しい授業展開の場と

してとても効果があったことがわかる。
● 高校では、部活動の中で積極的に活用されており、優れた地域教材として研究活動に利用されているといえる。

● 一部校舎の改修や耐震工事などの関係で、今年度ビオトープを利用できなかった学校もあったが、多くの学校で観察会を実施している。
● 特に小学校では、ほぼ半数が 10 回以上授業で利用している。
● ビオトープを通じての学校間交流も盛んになってきており、児童・生徒間の交流や教員間の情報交換のほか、複数校でのネットワーク

を構築している学校もみられるようになった。
● 管理上の問題点としては、学校ビオトープの改修・管理に係る予算に関することが多く、さらには担当者の負担や異動による管理者不

在などの課題がある。
● 小学校、高校ともに、外来種のザリガニが約 4 割の学校に生息しており、一度進入すると取り除くことが難しく、その駆除についての負

担が大きいといえる。

調査期間╱平成 23 年 2 月 3 日 ( 木 ) ～ 10 日 ( 木 )
調査方法╱事業実施校のビオトープ管理者への
　　　　　ＦＡＸまたはメールによるアンケート
回 収 率╱１００％

3 年間の生物多様性体験学習推進事業をふりかえって （担当者へのアンケート結果から）

平成 20 年度 小学校 13 校 高等学校 2 校  計 15 校
平成 21 年度 小学校   9 校 高等学校 3 校  計 12 校（20 年度実施校 2 校含む）

平成 21 年度 小学校   8 校 高等学校 3 校  計 11 校（21 年度実施校 2 校含む）

３ヶ年　計 小学校 29 校 高等学校 5 校  計 34 校

生物多様性体験学習推進事業実施校

高校
小学校

自然や環境への理解・関心を高める効果

高校
小学校

見たもの触れたものに感動する心を育てる効果

高校
小学校

児童・生徒の憩いの場を提供する効果

高校
小学校

自然環境を保護していこうとする意欲や態度を育てる効果

高校
小学校

生命・いのちへの理解・関心を高める効果

高校
小学校

命を大切にしようとする意欲や態度を高める効果

高校
小学校

発表活動を通して、表現力や課題解決能力を育てる効果

高校
小学校

様々な方とコミュニケーションをとろうとする意欲･態度を高める効果

高校
小学校ビオトープでの活動を通して、優しさや思いやりの心を育てる効果

高校 （校）

小学校
地域の自然の特徴を学び、地域への愛着や誇りをもたせる効果

とても効果があった ある程度効果があった あまり効果がなかった 効果がなかった
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とても効果があった ある程度効果があった あまり効果がなかった 効果がなかった

高校
小学校

家庭・学校・地域の連携を深める効果

高校
小学校

学校に対する理解を得る効果

高校
小学校

地域住民や保護者の憩いの場を提供する効果

高校
小学校

保護者･地域住民にビオトープの教育効果を認識してもらう効果

高校
小学校

地域住民や保護者が自然環境にふれあう機会を提供する効果

高校
小学校

保護者・地域住民が地域の自然の素晴らしさを再認識する効果

高校
小学校

地域交流の場としての効果

高校
小学校

保護者・地域住民の環境保全意識を定着させる効果

高校
小学校

保護者・地域住民の、生物への興味・関心を高める効果
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（校）

とても効果があった ある程度効果があった あまり効果がなかった 効果がなかった

高校
小学校

生活科、理科、総合学習などの教材としての活用

高校
小学校

児童・生徒とのコミュニケーションに効果

高校
小学校

新しい授業展開の場

高校
小学校

外部団体との連携の場としての効果

高校
小学校

授業に広がりや臨場感が出るなどの効果

高校
小学校

教職員にとっての研修の場として活用

高校
小学校

部活動、クラブ活動での活用

高校
小学校

教職員にとっての憩いの場としての効果
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（校）

 

高校
小学校

観察会は何回実施しましたか（授業は除く）

10回以上 ７～９回 ４～６回 １～３回 ０回
（小学校平均３.９回 高校平均６.０回）

高校
小学校授業では何回ぐらい活用しましたか

30回以上 ２０～２９回 １０～１９回 １～９回 ０回
（小学校平均１６.２回 高校平均１１.６回）
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高校

小学校ビオトープを活用している学校間の交流はありますか
(複数回答可）

児童・生徒間の交流を実施 教師間で情報交換などの交流 近隣校から生き物の導入、譲渡 複数校とネットワークを構築している

高校
小学校

ザリガニの生息状況について御回答ください

生息していない 生息しており、定期的に駆除している 生息しており、ザリガニ釣り等で児童が駆除することがある 生息しているが、特に駆除はしていない

高校
小学校

実行委員会ではどれくらい管理や整備等の活動をしましたか

毎月２回以上 毎月１回くらい ２か月に１回くらい ３～４か月に１回くらい １年に１回くらい

高校
小学校

児童・生徒はビオトープ管理にどう関わっていますか

委員会等で毎月活動 実行委員会の活動に参加 普段の清掃活動内で掃除 かかわっていない

高校
小学校ビオトープの管理を行う上で問題点について御回答ください

職員（担当）の負担が大きい 担当職員の異動で管理者がいない 管理の方法がわからない 改修のための予算がない

（校）

〈今後の課題〉
生物多様性の保全・教育の場としてのビオトープへの理解は進んでいるが、今後、特に以下の項目についてさらに理解を深めていく必

要があると思われる。
●生物を導入する前に、その生物が継続的に生息・生育、繁殖できる環境をつくる。
●生物を導入する際は、由来の明確な地域の個体を選ぶ。
●外来生物の影響についての普及啓発を行うとともに、必要に応じて排除したり、その影響を最小限にとどめる努力をする。
●池は、生物の生息・生育のために重要な環境であるが、水辺だけでなく草地や林、田畑など、さまざまな環境にも目を向けていくことが

必要である。
●専門家の助言をしっかり受けながらより効果的なビオトープにしていく。




